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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　10月　31日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　福田　恵子　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞
・11/3の業務スケジュールを各自確認して下さい。写真撮影時は私語のないようにしましょう。
・昇級試験が、中級：11/6～11/8　上級：11/5～11/9にあります。対象のスタッフは受験しましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・峰田　満男様～皮膚科に対し拒否強い為、本日で皮膚科終了となります。
・斉藤　数子様～疥癬治癒との診断です。入浴時やオムツ交換時に適宜皮膚状態観察し、新しく発疹等見られた場合は再度受診となります。本日で皮膚科終了となります。
・久慈　脩様～疥癬治癒との診断です。入浴時やオムツ交換時に適宜皮膚状態観察し、発疹等新しく見られたら診察していただきましょう。
・上田　正男様～腹部の頑癬治癒との診断です。上半身の発疹は改善見られません。継続して皮膚状態観察し・軟膏塗布・掻痒感の有無を確認していきましょう。
・橋本　万様～全身の発疹見られ、疥癬疑いとの診断です。入浴・軟膏塗布・シーツ交換・キンチョール散布し感染対策を密に行いましょう。
· 慶長　節子様～左足背、擦過傷との診断です。創部悪化させないように洗浄・軟膏塗布をしっかり　　

と行いましょう。

　　　　　　　　全身疥癬継続しています。清拭・入浴行い軟膏塗布していき、皮膚の状態観察していきましょう。

＜褥瘡状態報告＞

.・久慈　脩様～仙骨部に発赤・表皮剥離みられていましたが改善傾向です。アズクロ・ラップ保護行っていきましょう。　食事摂取状況にバラつきがあり、栄養状態もあまり良いとは言えません。今後も　御家族に補食を準備して頂き（甘い物）ましょう。

· 橋本　万様～仙骨部（以前治癒した部分）表皮剥離みられていましたが、改善傾向です。側臥位に

すると叫んだり、体交まくらを外して仰臥位に戻す事ありますが、必要性を説明し行っていきましょう。

· 中村　治彦様～左手首に褥瘡できています。関節の拘縮もあり、クッション使用しても本人が外し

てしまいます。褥瘡委員会で相談し、圧迫を防止す為にどうしたらいいか検討し、報告するそうです。創部の熱感・腫脹もある為ラップ保護して悪化防止に努めましょう。

＜生活機能回復訓練報告＞

・田端　玲子様～プログラムへの促しに「やりません」など拒否的となることあります。見学していますが、途中から表情良く参加しています。何をしたらいいか確認してくることはありませんが、作業スタッフを見ると必要以上に話し掛けることあります。若干気分の不安定な様子みられます。参加状況を観察し適切な行動を促していきます。

・角谷　育子様～本人が気にしていることがあると、声がけにも無反応なことがあります。挨拶にも返答ありません。また、プログラムにも集中できず他の場所や自室に戻ることもあります。反応がない場合でも声がけや促し行っていきましょう。

・河村　勝男様～声がけで比較的プログラム参加できています。参加時は時折笑顔みられ穏やかに参加していますが、時折他者への干渉やスタッフへ手伝おうとすることあります。トラブルや事故にならないように介入しています。

・慶長　節子様～プログラムへの参加みられず、声がけにも反応ありません。声がけに逃げること多いですが、突然スタッフの背後から抱きつくことなど奇異な行動もあります。引き続き声がけと観察、安全の見守り行っていきましょう。

・玉井クニ子様～10/26東病棟より転入しています。車椅子で自分で移動していますが、他者に対して蹴る、叩くなどの行為あり、注意して観察しています。他者から少し離れて参加して頂き、トラブル防止してはどうかと思います。プログラムでは目的に沿った行動が困難な様子です。何かできることを見つけ介入していきます。

＜連絡事項＞

・１１月からＣ・Ｄグループのメンバーを見直します。現在のグループから若干変更があります。

・プログラムについてアンケートを実施しました。提出し頂いたのは１３名でした。プログラムの改善が必要10名、不要2名、実施の徹底は13名が徹底できていない、との回答です。その理由として、「他業務と重なる」10名、「作業療法士に任せている」6名、「環境が合っていない」6名が多く回答。必要なプログラムはレクが8名、回想法5名運動4名などとなっています。このことを検討し、プログラム担当で検討し改善を図っていきたいと考えています。







